


























かり考え A 氏のことを何も分かっていなかったのだ。そんな自分が恥ずかしく、また A 氏に申し訳
ない気持ちでいっぱいになった。指導看護師に報告すると思いがけない言葉が返ってきた。『あなた
は観察ができていた。A 氏のことを知ろうと思わなかったら、お茶にも気がつかないし、なぜだろう
と考えないよ。』この言葉のおかげで、私は看護学生として少し自信を持つことができた。
　翌日洗髪することが決まっていたため、A 氏のことをもっと知りたいと思い自分の髪を左手のみで
洗ってみた。とても洗いにくく時間がかかったが、A 氏の気持ちに少し近づけた気がした。しかし翌
日、いざ本番になると自信が無くなり納得のいくケアができなかった。患者の頭皮の状態や表情を観
察することができなかった。
　ナイチンゲールは、「確かな観察がいかに重要であるかについて考えるとき、観察が何のためで
あるかを見失ってはならない。」と述べている。A 氏の頭皮の状態や表情を観察することは、皮膚症
状の早期発見また、A 氏にとって最善なケアが出来ているかを判断するためだとしっかり理解し、見
失ってはならないと感じた。観察しても目的がないと見えるものも見えないのだ。今後は自分にでき
る最善なケアを実践するために、障害や病気による生活への支障にも気づけるよう観察し、十分取り
組んでいきたい。
　今回の実習で、患者とのコミュニケーションやケアの実践、また指導看護師が投げかけてくれた言
葉のおかげで患者を観察することの重要性について学ぶことができた。看護の本質は“観察”というこ
とをこれからも心に刻み、活かしていきたい。
